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科学者としての理科教師（２）  
～中村慎吾先生から学んだこと～  

尾道市立日々崎中学校  校長  井原  正美   

 

＜前号からの続き・・・＞  

夏休みの誰もいないグランドを中村先生の後をついて行きながら，植物の名前を教

えていただきました。  

「これがオヒシバ，メヒシバというのもある。人の足が入りやすいところにあれば，

オヒシバ。人の足が頻繁に入りそうも無いところにあるいのがメヒシバ。葉を調べ，

細長ければオヒシバ，表面の肌触りが柔く，毛のような感覚だったらメヒシバ。芝生

のシバと同じで葉の形が似ているだろう・・・。」中村先生は校庭の植物を一つひと

つ手に取り，次から次へと説明をしてくださいました。「オヒシバ，メヒシバ，・・・。」

私は呪文を唱えるように復唱しながら，中村先生の後をついて行きました。  

中村先生のご自宅には，書庫があります。そこには，牧野富太郎博士が著された『牧

野日本植物図鑑』の初版本を始めとして，改訂の度の『牧野日本植物図鑑』がありま

した。『牧野日本植物図鑑』が何冊もあるのです。牧野富太郎博士と言えば，日本植

物分類学の基礎を築いた先駆者として有名な方ですが，牧野博士に対する中村先生の

尊敬の念がひしひしと伝わってきました。植物図鑑はその他和洋数種類あり，私は腰

を抜かすほど驚きました。学術に対してひと味もふた味も違う迫り方を感じ，驚嘆し

ていました。後日，私も書店に行って植物検索図鑑やミニ図鑑などを買い込み，植物

名を一生懸命覚えようとしましたが，残念ながら大した進歩もなく今に至っています。 

夏休み前に，男子生徒がイモリを数匹捕まえてきました。赤い腹に黒い縞模様，何

ともグロテスクな姿でした。生徒は何のたじろいも無く，触っています。私は，イモ

リについて名前は知っていましたが，本物に出会ったのは小学生の時以来，本当に久

しぶりでした。久々とはいえ触ったことはありませんでした。生徒の手前，怖じ気づ

いた姿も見せられず，思い切って触りました。「これがイモリか・・・。イモリを題

材に夏休みの研究でもやってみるか。」と知ったげに声をかけました。生徒は大乗り

気で「やる。やる。」と嬉しそうでした。「しまった。いらんことを言ってしまった。

これでイモリから逃げることができない」。軽はずみな自分の発言を悔やみながら，

打開策を考えていました。  

結局，中村先生にいきさつを説明し，科学研究をどう進めていけば良いか，教えて

いただきました。そして，中村先生に教わったことを実践してみました。  

①飼育記録を取ること。  

６０ｃｍ水槽に石を敷き詰め，コケも入れて，水を入れました。ここに数匹のイモ

リを入れ，毎日観察記録を付けさせました。  

②イモリについて文献を調べ，基礎知識をまとめること。  

これは，比較的簡単でした。生徒達は，イモリの雄と雌の違いや，腹の模様の違い

についてまとめていきました。私も知識を吸収し，イモリがだんだんかわいくなっ

ていきました。  

③イモリの生態を調べるため，イモリに印を付け，毎日観察すること。  

イモリは校舎裏の崖に沿った水路にいました。赤青黄のリボンを細い針金で縛り，

一方をイモリの尾に縛り付けて観察しました。しかし，これはほとんど観察になりま

せんでした。イモリの尾に付けていた針金がいとも簡単に外れるのです。強く縛れば

尾が切れてしまいました。行動記録はほとんどとれませんでした。  

水槽での観察を始め数週間経つと，コケの間に卵が生み付けられていました。驚き

ました。生徒は毎日，実態顕微鏡で卵の観察をして，スケッチを残していきました。

そして，とうとう孵化。イモリの幼生が出てきました。ちょうどウーパールーパーの

ようでした。感激！！！  

巻頭言  福山理科の会が目指すもの (１４ ) 
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金属Ｘ  2017 
福山市立城北中学校   久保木  淳士   

 

特集１  探究学習の授業実践  指導案&授業展開  
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月の満ち欠け  
～ 今 来 む と  い ひ し ば か り に  長 月 の  有 明 の 月 を  待 ち 出 で つ る か な ～  

福山市立駅家南中学校   神森  貴文    

 

特集１  探究学習の授業実践  指導案&授業展開  
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ろうの状態変化  
福山市立大門中学校  村上  晃一   

 

１  タイトル  

本文・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集２  実践報告／身近な材料を使った教材／手応えのあった実践  
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iPadを使った導入で問題意識を高める実践例  
尾道市立栗原中学校  藤井  康貴   

 

準備 i pad を HDMI ケーブル（または Apple TV）でＴＶまたはプロジェクターに接続する。  

機能 実物投影機のように手元の操作が容易に見える。写真の撮影やズームを行い，そのま

ま映し出せる。インターネット使い情報を瞬時に得ることができる。授業でも使える

アプリが使える。  

この機能を使って問題意識を高める導入を行います。実際にこれらの方法を活かして，

本誌の探究学習で以前紹介された 1. 金属Ｘの小判  2. 消える十円玉  この 2 つの導入

例を紹介します。   

1 いろいろな物質とその性質  （金属Ｘの小判）  

古びた小判が家の蔵からでてきた。これです。その場で生徒の手のひらにのせ，写真を撮

り，ズームした状態で全体へ見せる。（写真で撮ると，より本物に見える。）『一両』書いてあ

る小判。すぐに『一両』と検索し，価値を調べる。一枚当たり， 75000 円！！サイトを見せ

る。（驚）90 枚あったことを伝え，電卓アプリで，その場で計算をする。75000 円×90 枚＝

675 万円！！（驚）この時点では，生徒は本物と信じている雰囲気。しかし，実際に触れさ

せてみると，偽物とざわつき始める。生徒の意見（安っぽい。軽い。うすい。落としたとき

の音がちがうなど）ここで多くの生徒が偽物と意見が変わる。ならば，偽物と証明する方法

を考えなさい。証明する方法を考えさせ，授業展開を行う。   

（以下の写真はプロジェクターで映したもの）  

 

 

 

 

2 光による現象 （消える十円玉） 

フィギアケースを段ボールで見えないようにふさいでおき，注目をさせて生徒へ問う。10

円玉は何枚あるか。生徒は何枚あるかをしっかりと見ようとする。（角度によっては，１枚で

はなく複数枚見えると答える生徒がいるかもしれない。）そこで，フィギアケースの横に i pad

を置き，写真アプリを起動させ，モニターへ映す。そうすれば， i pad が写した映像からは

必ず 10 円玉が 1 枚しか見えない。遠くで見えない生徒への配慮にもなる。1 枚しかないこと

が全体へ示すことができる。そして，一枚しかないと言い張る生徒に上から見せる。生徒が

二枚あると驚く。その後， i pad で上からの映像を見せる。（驚）（全体）！そして，生徒へ

カラクリを見つけさせる授業展開を行う。  

 

 

 

～まとめ～  

1.の実験では，その場で小判の写真を撮り，価格を調べ，いくらの価値になるのか計算をす

る。そうすることで，生徒の食い付きが格段に上がった。  

2.の実験では，スクリーンに映すことにより，横から見ると必ず 1 枚しか見えない状況を作

り出した。そして，上から見ると必ず 2 枚に見える不思議を全体に共有できた。  

問題意識を全体に共有しやすくなるツールとして， i pad を使えば，効果的な授業がその後

に展開できる。  

 

特集２  実践報告／身近な材料を使った教材／手応えのあった実践  
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基礎基本ドリルの活用～１０ 分パー ツで 授業を 組み立 てる ～  
福山市立城北中学校  久保木  淳士   

 

１  主張  

中学校・教科担当制，各教科ごと白プリントや問題集ワークを副教材として採用し，

生徒に持たせているが，それらの内容を授業の中で取り扱っているだろうか。宿題に

させ，生徒にやらせっ放しにすることは避けたい。学力をつけさせるのは授業内であ

り，家庭学習をやらせるだけで学力がつくのであれば教師の仕事は必要ない。授業の

中で，扱う教材を厳選し，その教材を使いこなすことが第一の条件であると考える。  

 

 

２  教材はシンプル  イズ  ザ  ベストを目指したい。  

教材会社より様々なワーク・ドリル類が販売されている。  

毎年，春，新年度を迎えるにあたり，どのワーク・問題集を採用するか，悩む。  

そして，そのような市販の副教材・補助教材を，中学校の授業でどのように組み込

み，授業の中で活用していくのか。  

以前の拙実践では，  

１  教科書（福山市は啓林館である。付属のマイノートという観察実験用と基礎基本

の用語や問題を定着させるための補助教材がついている。）  

２  資料集  

３  ノート  

４  ワーク（問題集）  

５  Ａ４の学習プリント  

６  科学ノート（小森栄治氏の自作のワークシートを追試し，久保木が改訂したワー

クシート。ファイルに綴じさせる。）  

 

生徒には６種類の教材を，いつも理科の授業に持ち込ませていたことになる。その

うち，問題演習としての補助教材は①マイノート，②ワーク（問題集），③Ａ４の学

習プリントの３種類であるが，特に中学１年生の年間１０５時間のカリキュラムの中

では３種類の教材を授業の中で十分扱うことが，私の力量では不可能であった。そこ

で，宿題としてワーク・プリントの提出を求めていた。結果として，定期テストでの

語句・記述の正答率から見ても，十分な定着がみられなかった。  

 

 

３  正進社「基礎基本ドリル」をフル活用する。  

単元の中で，習得を重きに置いた展開・組立の中に，基礎基本ドリルを活用したパ

ーツを組み込む。以下のパターンに分けている。  

①  教師と一緒に読みながら，問題を解いていく。  

⇒重要語句のヒントを与えたり，解法を教えながら解いたり，選択問題では班で

協議をさせて答えを確定したりしている。   

特集２  実践報告／身近な材料を使った教材／手応えのあった実践  
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②  「１問できたらもってきます」システム  

⇒問題を部分的に指定し，できた子から教師のところにもってこさせる。教師側

の確認もあるが，生徒も席を立ち移動が伴うので刺激が入る。また，個別指導

も瞬間に入れていく。  

③  テストのつもりで取り組ませる。完答した生徒から持ってさせる。  

⇒問題を解き終わった生徒から教師のところに持って

こさせる。高速で丸つけし，，すべて正解したら合

格とする。一問でも間違えていたら，解きなおしを

させる。合格したその生徒は「ミニ先生」で他生徒

を採点させる。ミニ先生として合格した生徒は，黒

板に名前を書かせる，または名簿に○をつけさせるなどしてチャックしていく。

ミニ先生が，他の生徒を教えたり，ヒントを与えたりするので協働的に問題が

取り組むことができる。問題を解かせてからしばらくは，教師が丸つけするこ

とになるが，その後は，生徒同士での確認（多数のミニ先生が丸つけ）となる

ので，教師はフリーになる。そのときに，支援が必要な子や，学力低位の子に

個別指導に入る。  

 

 今後は，このような取り組みがどのような効果があるのか，エビデンスとして言え

ることは何かを検証していきたいと考えている。  

 

 

さて，本年度，城北中１学年で採用している正進社の「基礎基本

ドリル」は以下のような特徴がある。  

Ｃランクの生徒も十分対応できる問題の組立なので，基礎的な学

力をつけるためには優れた教材であるといえる。（正進社ＨＰより

抜粋）  

●  基礎基本に特化  

・生徒に身につけさせたい教科書の基礎内容に特化した内容にな

っているので，基礎基本が着実に身につきます。  

●  流れで基本をマスター  

「表面」：「 POINT」→「穴埋め問題」→「基礎問題」で基本を学習。  

※冒頭の「 POINT」をヒントに，どんな生徒でも取り組めます。  

「裏面」：「練習問題」で基本の定着。  

●  つまずきやすい（弱点）単元の回数が多い  

・生徒が苦手とする単元を細分化しました。スモールステップでじっくり学習でき

ます。  
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平成 29年度 (第 49回 )東レ理科教育賞  
福山市立城北中学校  久保木  淳士   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集３  めざせ！助成金獲得～申請書類～   

天 文 分 野 で 地 球 目 線 と 宇 宙 目 線 を リ ン ク さ せ る 指 導 法  
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第５６回（平成２９年度）下中科学研究助成金  
福山市立城北中学校  久保木  淳士   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集３  めざせ！助成金獲得～申請書類～   
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理科はヒトの感動財産 !! -城北中の取組み - 
福山市立城北中学校  久保木  淳士   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集４  探究学習における一考察  
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エビデンスに基づく理科授業①  
岐阜県養老町立養北小学校・ロンドン大学（ＩＯＥ）  森  俊郎   

 

１  はじめに  

志のある理科教師は，子どもたちのためによい理科の授業をしたいと思っている。

例えば，子どもたちに，面白い教材を提示することで，「え～！」と驚きの声を上げ

てもらったり，壮大な実験に挑戦させて，「すげ～！」と自然科学の素晴らしさに感

動してもらったりする授業である。まさに，理科の醍醐味といえる。  

そんな授業を目指して，志ある理科教師は，日々，精進する。図書館や本屋にある

理科教育に関する本を読みあさり，土日も研修会や学会に参加する。そして，学んだ

ことを活かして授業実践をする。学んだ教材・考え抜いた発問を使う。その結果，い

つもよりよい授業ができたと実感する。「いや～よかった，よかった」である。  

 

 

２  志ある理科教師が抱く疑問  

志ある本物の理科教師は，上記の日々の行動に加え，授業後，さらに，以下のよう

に考えるのではないだろうか。  

この授業は，本当に子どもたちのためになったのだろうか。  

具体的には，以下のような場面がある。似たようなご経験はないだろうか。  

例えば，教材提示の場面・・・  

工夫した教材を子どもたちの前に提示する。多くの子どもたちは，驚きの声をあげる。

手ごたえあり！しかし，理科が嫌いと言っているＡ君，Ｂさんはこの授業で力をつけ

ることができたのだろうかと振り返る。一人一人の顔を思いうかべると，授業中のＡ

君，Ｂさんの表情が出てこない。ん～～。  

例えば，頑張って取り組んだ公開授業後の研究協議会の場面・・・  

 外部講師のＤ指導主事は，「先生の授業は，子どもの目がキラキラ輝いていました。

本当に素晴らしい授業だったと私は思います。」と褒められる。頑張れば頑張っただ

け，報われたと感じる。これで一件落着。しかし，単元終了後の業者テストの結果を

見ると，散々。市町村，県や全国のテストも結果は，そんなによくなかった。んん～。  

どちらの場面も，  

この授業は，本当に子どもたちのためになったのだろうか。  

と考えてしまう場面である。  

特集５  教育にエビデンスを！  
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３  エビデンスに基づく理科授業  

工夫した教材教具を用いて授業を行った結果，目を輝かしていたのは教師と一部の

子どもだけということはないだろうか。本物の生物教材を見せてあげたいと思って，

実物を提示して触らせる。喜ぶ子どもいるだろうが，残念ながら，気色が悪いと思う

子どももいるかもしれない。基本的には理科好きである理科教師の工夫した教材教具

は，単なる自己満足になってしまう場合がある。  

 授業協議会で，褒めちぎっていたＤ指導主事は，研究業議会後で「でも，あれはな

いよね。」と本音と建て前を使い分けているかもしれない。  

 理科教師の自己満足，授業協議会の本音と建て前は多くはないかもしれないが，現

実にあるだろう。  

その上で，本稿では，志ある理科教師に提案したい。  

エビデンスに基づく理科授業  

である。  

エビデンスに基づく理科授業は，エビデンス（科学的根拠）に基づいて理科の授業

を行っていこうとする取り組みである。具体的に，授業づくりについて，ＰＩＣＯや

５ステップ，４つのフレームワーク，評価について，ハッティ理論，自己プロセス評

価などのやり方がある。  

エビデンスに基づく理科授業は，  

 この授業は，本当に子どもたちのためになったのだろうか。  

という疑問を抱く，志ある理科教師にとっての一つの大きな武器になる。  

 

 

 

ＦＡＢＬＡ（ファブラ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集６  インフォメーション   
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福山理科の会  活動報告  
福山市立城北中学校  久保木淳士  

１．  情報はヒトが持っている。  

▼前号で 福山理科の会ＬＩＮＥ について紹介した。その後も ，加入が増え ，現在 １６名となった。や

はり ，文字と写真がリアルタイムで情報として送れることが大きい。情報のアンテナの高い教師は ，

自らの幅を広げ，多様な教育手法の中から ，目の前の子どもの実態に合わせた主体的な教育実践が

できる。私も本年度の 中１化学分野の探究活動の教材ネタの半数は ，福山理科ＬＩＮＥの皆様のア

イデアを拝借したものである。  

教材研究にはさまざまな方法がある。本やインターネットから情報を得るのもよし。しかし ，今

か ら約６ 年 前 に福山 理科 の会を 立ち 上げた 際に ，井原 正美 校長先 生か ら教え てい ただい たこ とは ，

教材研究は一人で行うより多数で行うのがよい ，ということだ。情報は人が持って

いる。月一回の勉強会に集い ，人から直接聞いた情報は貴重である。勉強会に集う

のが難しくても ，教材研究の一つの武器として ，ＬＩＮＥを 活用するのも今の時代

にはアリではないだろうか。  

ＬＩＮＥ利用されている方で ，ＬＩＮＥグループ希望の方は ，  

久保木のＩＤ「 aklibra17carp」を検索して連絡してください。    

２ ． 第 １ ２ ８ 回 ～ １ ３ ３ 回  勉 強 会 報 告  

第 １ ２ ８ 回 ： 2 0 1 7年 8月 1 7日 (水 ) 1 7 : 0 0～  
１ 次 会 （ 勉 強 会 ） ： 1 7 : 0 0～ 2 0 : 0 0  ＠ 城 北 中 第 一 理 科 室  

２ 次 会 （ 食 事 会 ） ： 2 0 : 0 0～     ＠ 珉 珉   

▽ 参 加 者 （ 一 次 会 ）  

清 水 昭 先 生 ，瀧 本 事 務 長 ，三 谷 ，小 林 ，藤 井 康 ，村 上 ，  

金 行 ， 久 保 木 （ ８ 名 ）  

▽ 参 加 者 （ 二 次 会 ）  

清 水 昭 先 生 ， 三 谷 ， 小 林 ， 藤 井 康 ， 村 上 ， 金 行 ，  

久 保 木 （ ７ 名 ）  

▽ 内 容  

① 理 科 実 験 ネ タ を 伝 授 ！ パ ー ト １  

（ １ ） 液 体 窒 素 を 使 っ た 実 験  

  ＜ ⅰ ＞ 割 れ る ボ ー ル  

  ＜ ⅱ ＞ 液 体 酸 素  

  ＜ ⅲ ＞ 風 船 が 縮 む  

（ ２ ） 簡 易 真 空 装 置 を 使 っ て ， 沸 点 が 低 く な る 。  

（ ３ ） 化 石  

（ ４ ） 望 遠 鏡 を 用 い た 天 体 観 測  

 

第 １ ２ ９ 回 ： 2 0 1 7年 9月 1 8日 (月 ・ 祝 ) 1 4 : 0 0～ 1 7 : 0 0  

＠ 城 北 中 第 一 理 科 室  

▽ 参 加 者  

沓 脱 ， 小 林 ， 藤 井 康 ， 久 保 木 （ ４ 名 ）  

▽ 内 容  

① 近 況 報 告  

夏 の 動 き ／ 学 会 ／ 韓 国 で の 授 業 ／ 特 別 支 援 教 育  

② 報 告 ・ 提 案 な ど  

【 報 告 】  

（ １ ） 白 い 粉 Ｘ  

（ ２ ） 課 題 と 考 察 を つ な げ た 実 験 ノ ー ト  

（ ３ ） 授 業 日 記 （ 探 究 学 習 を 振 り 返 っ て ）  

【 提 案 】  

（ ４ ） プ ラ ス チ ッ ク Ｘ  

無 機 物 も 扱 う 。  

生 徒 変 容 を ど う 評 価 す る か ， 今 ま で の 知 識 を 扱 う 。  

言 語 化 し て o u t p u tす る 。  

（ ５ ） 永 良 部 島 視 察 報 告  

（ ６ ） 新 し い 学 習 指 導 要 領 に つ い て の 研 修 報 告  

 

 

第 １ ３ ０ 回 ： 2 0 1 7年 1 0月 9日 (月 ・ 祝 ) 1 0 : 0 0～ 1 6 : 0 0  

１ 次 会 （ 淡 水 魚 散 策 フ ィ ー ル ド ワ ー ク ） ： 1 0 : 0 0～ 1 2 : 0 0  

＠ 三 原 市 立 本 郷 中  

学 校 グ ラ ウ ン ド 南 側 の 沼 田 川 支 流  

２ 次 会 （ 通 常 勉 強 会 ） ： 1 4 : 0 0～ 1 6 : 3 0  

＠ 尾 道 市 立 日 比 﨑 中 学 校  理 科 室  

▽ 参 加 者 （ 一 次 会 ）  

井 原 正 美 校 長 先 生 ，阿 世 比 丸 教 頭 先 生 ，藤 井 康 ，倉 兼 ，  

神 原 ， 久 保 木 （ ６ 名 ）  

▽ 参 加 者 （ 二 次 会 ）  

井 原 正 美 校 長 先 生 ，阿 世 比 丸 教 頭 先 生 ，藤 井 康 ，村 上 ，  

神 原 ， 久 保 木 （ ６ 名 ）  

 

▽ 内 容  

① フ ィ ー ル ド ワ ー ク  

② 指 導 案 検 討 ， 模 擬 授 業 ， 実 践 交 流 ， 理 科 ネ タ 交 流  

▽ 感 想  

川 の 中 に 入 る 体 験 は ， 小 学 生 の と き 以 来 で し た 。  

天 気 も よ く ，す ご く 気 持 ち の よ い 気 候 で 良 か っ た で す 。

午 後 か ら の 勉 強 会 も 勉 強 に な り ま し た 。  

深 い と こ ろ を 勉 強 せ ね ば と 思 い ま し た 。  

 

第 １ ３ １ 回 ： 2 0 1 7年 1 1月 1 2日 (日 ) 1 3 : 0 0～ 1 6 : 0 0  

＠ 城 北 中 第 一 理 科 室  

▽ 参 加 者  

村 井 義 幸 先 生 ， 三 谷 ， 村 上 ， 藤 井 康 ， 久 保 木 （ ５ 名 ）  

▽ 内 容  

① 自 己 紹 介  

② 実 践 報 告 ・ 提 案 な ど  

【 実 践 報 告 】  

（ １ ） ろ う の 状 態 変 化  

ろ う を 溶 か す 実 験  百 均 の 商 品 で 簡 単 に  

（ ２ ） 状 態 変 化 の モ デ ル の 説 明  

（ ３ ） 小 笠 原 先 生 探 究 学 習  映 像 視 聴 &教 材 交 流  

   「 江 戸 城 の 石 垣 」 「 １ ０ 円 玉 ・ 全 反 射 」  

（ ４ ） 防 災 士 の 資 格  

【 提 案 】  

（ ５ ） 中 １ 化 学 分 野 ・ サ イ エ ン ス ミ ッ シ ョ ン で 探 究  

さ せ る ～ ○ ○ Ｘ で 単 元 を 創 る ～  

（ ６ ） 「 わ り 算 」 の 意 味 と 物 理 の 学 び 方  

あ る い は ， 等 分 徐 と 包 含 所 徐 の と ら え 方  

 

第 １ ３ ２ 回 ： 2 0 1 7年 1 1月 1 8日 (土 ) 9 : 0 0～ 1 2 : 0 0  

＠ 尾 道 市 立 日 比 﨑 中 学 校  理 科 室  

▽ 講 師  

小 笠 原 豊 先 生  

▽ 参 加 者  

井 原 正 美 校 長 先 生 ，三 谷 ，村 上 ，藤 井 康 ，阪 本 ，金 行 ，  

桑 木 （ ７ 名 ）  

▽ 内 容  

科 学 研 究 指 導 研 修 会  

 

 

第 １ ３ ３ 回 ： 2 0 1 7年 1 2月 1 6日 (土 ) 1 5 : 0 0～ 1 7 : 0 0  

＠ 城 北 中 第 一 理 科 室  

▽ 参 加 者  

西 村 さ ん ， 神 原 ， 神 森 ， 藤 井 康 ， 村 上 ， 久 保 木 （ ６ 名 ） 

▽ 内 容  

【 実 践 報 告 】  

( 1 )月 の 満 ち 欠 け な ど の 指 導 の 工 夫  

 ・ ほ ん の ち ょ っ と し た 教 材 に よ り ， 生 徒 が 混 乱 す る 要

因 を 軽 減 す る き っ か け に な る 。  

( 2 )力 の は た ら き  

・ ば ね と お も り が あ れ ば ミ ニ ト マ ト の 重 さ を 測 る こ と

特集７   第１２８回～１３３回勉強会の活動報告  

久 保 木 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ

の Ｑ Ｒ コ ー ド ↓  
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が で き る ⇒ ロ バ ー ト ・ フ ッ ク  

 ・ お も り １ 個 で ○ c m， ミ ニ ト マ ト １ 個 は □ c mで あ る 。  

だ か ら 重 さ は （   ） gで あ る 。  

 ・ 科 学 史 と 関 連 し て 導 入 で 扱 う こ と で ， 機 械 的 に 進 ん  

で し ま う フ ッ ク の 法 則 を 楽 し く 勉 強 で き る 。  

【 教 材 ネ タ 】  

( 3 )ホ バ ー ク ラ フ ト  

 ・ A m a z o nで 購 入 。 教 卓 の 上 や 床 の 上 で も 等 速 直 線 運 動

が 観 察 で き た 。  

( 4 ) 1 0 0均 ギ タ ー  

 ・ 市 販 さ れ て い る も の は ， 弦 が 同 じ 太 さ な の で ， こ れ

ま た １ ０ ０ 均 で 販 売 さ れ て い る テ グ ス で 張 り 替 え る

と ， 弦 の 太 さ 細 さ ， 張 り の 強 さ に よ る 音 の 高 低 が 実

感 で き ま す 。 h t t p : / / w w w . n h k . o r . j p / s c h o o l  

( 5 )音 の 速 さ を 探 究 的 に 求 め る 。  

【 実 践 報 告 】  

( 6 )音 の 授 業  

・ 導 入  紙 コ ッ プ の そ こ の 上 で ， 蛇 の 形 を し た モ ー ル

が 動 き 出 す ⇒ な ぜ ？ ＜ 課 題 発 見 ＞  

  ・ お ど る ヘ ビ で 自 由 試 行  

  ・ カ ー カ ー カ ラ ス  

  ・ 轟 （ サ ン ダ ー チ ュ ー ブ ）  

  ・ オ シ ロ ス コ ー プ  

【 教 材 ネ タ 】  

( 7 )し ま う ま ス コ ー プ と 動 物 の さ ま ざ ま な あ し あ と  

 

 

 

 

 

        

福山理科の会  活動について  

 

１  福山理科の会  ＨＰ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  福山理科の会  第１３５回 2018年１月勉強会  

 福山市内での勉強会を計画しています。⇒  

 ぜひ，ご参加を！  

 

３  福山理科の会機関紙「 Fantastic Science」書庫のページ  

 

https://rika-main-jpfuku.jimdo.com/ ⇒  

 

 

４  福山理科  探究学習ＲＥＣＩＰＥＳ  

 これまで開発した探究学習を掲載！  

 ご希望の方は，福山理科の会  代表  久保木までご連絡ください。  

a.k.libra17carp@gmail.com 
 

インフォメーション   

 

 

https://rika-main-jpfuku.jimdo.com/

